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1. 序　　大学キャンパスに建つ建築 (以下、大学建築 )は、

多方向からアクセスするものが多く、複数の出入口を繋

ぐ通過動線を持つものがみられる。こうした通過動線

はキャンパス内の他の建物や広場、周囲の街路に繋がった

り、建物内部にアトリウムや公開スペースを持つことにより

建物内外を接続し、空間のネットワークを形成している。

そこで本研究では、大学キャンパスが地域に開放され、こ

うした通過動線の特徴が顕著に見られる海外の大学建

築 ( 注を対象とし、通過動線と建物内外の空間の接続を

明らかにすることを目的とする。

2. 通過動線　　大学建築の通過動線は建物内での配置

や断面構成に特徴が見られる。例えば図 1 の分析例の

大学建築のように、複数のエントランスをつなぐ通過動線

が形成され、建物内で交差し、別の階にアクセスする場

合もみられる。こうした通過動線の特徴を検討するた

めに、通過動線の配置と、それらが建物の内部空間か

ピロティ等の外部空間かについて検討した ( 表 1)。その

結果、通過動線が建物の中央に配置されるもの (47/106

通過動線 )、通過動線が内部で交差するもの (28/106

通過動線 ) が比較的多かった。さらに上階へのアクセス

( 表 2) や、通過動線が吹抜か否か ( 表 3) を併せ、全

資料を検討した結果、通過動線のパタンア〜カが得られ

た ( 表 4-1)。パタンア , イは通過動線が中央に配置され

ているものである。そのうちア -1 は吹抜のある内部空

間で上階へのアクセスが有るもの、ア -2 は上階へのアクセ

スが無いもの、イは外部空間のものである。ウ ,エは通

過動線が外周に配置されるもので、そのうちウは吹抜

のある内部空間で、上階へのアクセスが有るもの、エは

外部空間のものである。オ , カは通過動線が交差して

いるもので、そのうちオは内部空間、カは外部空間の

ものである。

3. 建物内要素と周辺要素　　大学建築の通過動線は図

1 の分析例のように、カフェや店舗といった建物内の公

開部に接続したり、建物内部のゾーニングと関係し、道路

と広場などの外部要素に接続したりする。本章ではこ

うした建物内の要素と周辺の要素について検討する。

3.1. 建物内要素　　通過動線から建物内要素へのアク

セスを検討した結果、通過動線から図書館やギャラリーと

いった公開部へ入るものが多くみられた ( 表 5,78/106

通過動線 )。また通過動線によって建物内部をゾーニング

しているものもみられた (表 6)。

3.2. 周辺要素　　通過動線と接続する周辺要素につい

て、道路、広場、池や林などの自然要素に整理した (表

7)。また、大学建築の配置について、キャンパス内の敷地

境界と中央部、街中とに検討した (表 8)。

4. 通過動線による建物内外の空間の接続　　２章で得

られた通過動線のパタンをもとに、３章で検討した建物

内要素と周辺要素を併せ、さらに建物の平面形状 ( 表

9) や基壇や中庭 ( 表 10) などの外部の形態的な特徴に

ついても検討した結果、資料が集中した構成として①

〜⑩の類型が得られた ( 表 4-2)。類型①〜④は通過動

線が建物中央にあるものであり、このうち①は屋根ま

での吹抜を中心に公開部や階段が配置されたアトリウムで、

通過動線の両端は道路などの同一の要素と接続する構

成である。②は広場に面して囲み形状をなし、キャンパス

の敷地境界に建つ構成、③も同様で、道路が通過動線
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に貫入する構成である。④は公開部を持たず、道路同

士などの同一の要素を接続する構成である。次に、⑤ ,

⑥は通過動線が建物外周に配置され公開部に接続する

もので、周辺要素に対して⑤は道路と接続し、⑥は広

場や自然と接続する、囲み形状である。さらに、⑦〜

⑨は通過動線が交差し基壇を出すもので、⑦は矩形で

公開部を持たず、⑧は複雑な平面形状で通過動線に沿っ

てボリュームが分岐する構成である。⑨は通過動線によっ

て内部空間が分節され、ゾーニングされたものである。⑩は

複数のボリュームを通過動線が連結する構成である。

　以上の類型を共通する性格で整理すると ( 図 2)、類

型① , ④は通過動線が建物中央で同一の周辺要素を接

続する「中央通過 ･ 同一周辺接続型」である。② , ③

は通過動線が建物中央で、建物が囲み形状を持ち、敷

地境界に位置する「中央通過 ･ 表裏接続型」である。

⑤ , ⑥は通過動線が建物外周に位置し、公開部を持ち、

同一周辺要素と一体化する「外周通過 ･ 内外一体化型」

である。⑦は通過動線が交差し、中廊下になっている「中

廊下交差型」である。⑨は通過動線が交差し、内部がゾー

ニングされ、広場と接続する「交差通過 ･ゾーニング型」で

ある。⑧ , ⑩は通過動線が交差し、建物の平面が分節

された「交差通過 ･平面分節型」である。

5. 結　　海外の大学建築を対象とし、通過動線と建物

内要素と周辺要素の接続を検討した。その結果、大学

建築の通過動線は、中央通過 ･ 同一周辺接続型、中央

通過 ･ 表裏接続型、外周通過 ･ 内外一体化型、中廊下

交差型、交差通過 ･ゾーニング型、交差通過 ･ 平面分節型

という空間の接続を担っていることを明らかにした。
注)本研究では、「a+u」の 1971 年 05 月号〜 2010 年 10 月号、海外の大学建築

の事例が集められた「UNIVERSITY」(GA 出版 ,2006 年 ) に掲載されている通過

動線を持つ海外の大学建築 102 作品を資料とした。
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